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米開拓の分野に}歩を入れたものとしても惣義深 
1951年 Freemanにより見出された本現象付， 
Frobischer，Groman，Barksdale 戒は Hewit等
により更に追求分析されて来た。私は先にGroman
より分与を受けた本フア{ジ :Bとその Hostの閣
を用い溶隊化と共に有穆イ I~の生ずる事を締認し， 4 
;mミの蘭株に於て畿のなし峠Fを聞にした。更にか Lる 
¥ 
Phage-Hostの検出と Gl'omanの Phageへの感
受性とを50~朱のジツテリア mHで検討し， 3 ;mとの治原
，gl: ï笥とその指示前 5~朱及び 1 ~朱の感受性誌{を凡I-L!し
た。之主事的J!:j"N~::閣の政主主フア{ジで~ f・隙j 点7J 劇化を手f
イじの関係はHfjかでなかったが，新たに分峨された感
受性i1!!~様性前 CD".....41) は Phage :8でl#J8i化と共
に有権化される司i;が分ったの 
5. 右側問名宇宙を伴ラ純縛失競症
木村泰三(九段以病院〉
淵:削避Ut:， )0ラ氏澱C0.6才♀，視力59例。1第
を伴う治相1]同名とI/~l苛を認める外眼及び全身所見に磐
裂を認めず。失続症あり，自分の却し、たばかりの学
が読めなし、。舘宵あり，キウリナス全与を認織しf与な
し、。その{也 CoJouragnosia，Spacialagnosiaを認、
むるが，色有Il~切首なし，粧鱗i品多あり， Agnosiaは 1
ヶ月 fi'!:で¥全治し，視!Ilfは布上 3半官となる傾向あり。
第 2例， 60才♀，視力 0.5(ラ環)， ;(:i上 t ミ I~l寺の傾
向ある武班:勉避を伴う:1:i;HlJ同名半1雪その他のm見は
殆んど第 1例に同じ。{日し失誠!抗付:洩学では戦く，
仮名文!.J'.に多く認められる外，二=f.以上になると限
解出来ぬ (vebraleAlexiゅの住，有1異常が認められ
以上 2例より病簡は左半球のグラチオーレ視放線
の Visualcortexに近<， 且つ:1:iJ二 i とI~I苛の傾向あ
ることより， :1三として Fissuracalcarinaの1ぐブf
に存在するものと考えられる。
〔趨加〕 鈴木次郎α郡勝外科〉
加者のお献をきき恰皮肉じ様な症例を経験したこ
とを思し、だしたので追加する。
この症例町梢検査の斜i架脳版協ではなL、かと思い
手術を行ったが，後政tW特に演者のi想定される立1:き
{問所に肉:54~腕を発見，之は都生虫によるものである
ことを知った。即ち私け演者の惣定個所を実際に(I'(t!
認、するを得たのでJ}1!'朱あること L思い追加する次第
である。
6. 賞斑回避を伴える両側性問客性
 
宇宙症のー寄例

鈴木賞民，浜犀j悶吉〈眼科学〉
般近古・々は左側J抑制払次いで右側不全麻郷と失
言.~~肢を現わせる患者に裁就E IITl J肢を伴った両(HlH~I;同名
性半白症を認める非常に精iれな前(HlJを42たので報告
する o 
~li~例は49.才合，操業。本年 9 月中旬より ， L半身'e
のシピレ感， ~;11覚鈍j拘:を訴え.，泊7/恥ヌ~ï協矯 2 内科
に受診，脳1飲イロ古の嫌いで入!出.Jーる。:l!lhd眼科内診
附i眼視力1.2 ，被視，険下~"lli，偏視なく，対光反応:
は倣。眼底は動Jl~f干j 々狭小の{也，異常なし。視野は 
の管状視野をfJJ却のみを残した所翻河liIむ30心約"1 !l
認めたの imして半併症事1:盤強孔誌なく，よって阿側 
出品象であると1)汀:1性同名性ミ|三百十こ見る定期拘な賀泊 
考えた。以後経過で左~UJ}十月単純哲 101 となり，発作後 
:tift!lJ不全麻糾i，失説ffEを現わし1γx死亡すのこの問
視野は殆んど~らなし、。
この部位診断に就いて，穏々の考;従を試み，初め
布三l~pRの隙潔の{也に，内科的の症状はなかったが，
"É:'半球にも税放級以 I~' に隙1;_g(J;)り，後にこれが拡大
したと考えた。 
7. 人体神経及び筋の時値
木1'101]三自 I~，大倉序列
〈第一gミ国〉
隊問;主治
結成刺微に於し、て皮Ií!せのう}1~を除去する本1m氏Jfl 
f則前路訟が考策されて以来，人休神経，筋の閥抑制
定は完全なものとなった。
る如し。 b5ヌ・健験もこの平衡問路訟にもとづき，長い刺激1守 
1'111をもっ甑戸:jlV~波をもって越沼庄を求め， iJl続き切
換スヰユツチにより， :)0じの 2fj自の強さの主IJ.一直角刺激
を与え，県のiliV!tl切りを〆イヤノLの調絡で 0.1-5 
msec.に加盟して興1?を生起するに・必袈な最小の附:
1'1:1]を測定した。これがn寺脳である。筋では大(*:f:l絡
の!時限iの半分程度で、あった。以上』主筋の収納を示倣:
としたが，よりザPlr示;際を正械にするため N.femo-
腹筋より活動寵{立を記録したとこ1;を刺激し即ralis
ろ， 2簡の独}'t:した活動電枕を得.た。共のr::'If1時間の 
i座れて現われる活動溜{立は，求心性繊維から脊髄を
介してイミノバルスが到来したためのものであり，通
例の脱皮射，即ち張反射によるものである。早く現
われる活動官位は遠心性の運動神経によるもので，
-494ー 千諜医学会雑誌 鎗 30巻
これが通例みられてし必。これらの活動常般を示;隙 左側不透明lJili14例においても以上の~化がみとられ
前・iることの多い点をのベ，右側および両側不透明朗として時簡を計算し.た。それによると述心性繊維の
時"I~rはこれまでのと同様の簡を示し，求心性では遠 4例と比較し，従来いわれてきた布側侵製の影轡も
心性の繊維より附:鮪の大きいことをみた。 さることながら，tr.側のそれによっても E.C.G.の
が生じる点を指摘した。Wr典 1次に突際の応用として，溜動麻締患者の筋及び事
絡について測定した。麻嫡せる筋，神経では時間は
大きい簡を取る。これらが距離に叉附単に測定でき
るところから，診断学上大いに利用され得ると考え
ている。
低周波電流治療9整形外科領域に於け 8. 
の応用に。いて
奥田八峨，石川芳光
く線形外科・〉
渡辺良彦
時々』土各種悲痛性疾j品及ひ~H本斜i性疾患に対 L，低 
j甜i直角脈波電流による治械を行った9 第3泌総作用
の理論iに湛き務捕にはl強概適流を，陥:斜lに対しては 
i場儲通流を行った。
実際の治療には 2.0mA.30サイグノ1"少なくと
も20分以上の濁流が必要である。
務捕性疾}i由、では神経痛及び外傷後溜症による務捕
に議拶Jを見た。月軍部性疾患では阪商神経);y，半期及び他
の米伴j性神経麻f.t4iに良い結架を得た。
之等は従来の憶気治療に比し， i盛れた成績と言え
る。 
叉麻郷性疾患の;場合，閥解{を測定すると，臨床症.
.その作用機序の商を追究し次の如き結果を得た。状の改識が翻怖の低下と平行する場合があることを
認めた。
， ，9. 不透明肺の E.C.G. 
桜井;手n明， f予防!I事〈翁}燦内f;.>D
多村|誘導のもとに電場の影縛を考階、し， Il結核疲il
103例の E.C.G.を分析・した。敵軍な殺I!;jミにおける
Il をみとめたもの33il性 Pは5例， QRSに分!肢結節j
例。 NehbのJに比較的しばしば生じた恕tl=1を説明
した。心蜜{ゑ迷I時間の延長したものは4例，不完全 
桝!プロツグ， W.P.W.症{期的土 1例あった。 ST-T
に異常をみたものは64例であったが，電場の夜化を
考慮すると病徴的に有意義なものが大し、に減る点を
説明した。 Schlomkaの担係数， Wilson，Goldbe-
rger誘噂よりの心電軸， Ashman訟による Vent-
ricular gradientおよび meanelect，axisを計算:
し，布割，半ないし完全議直心，時計方向〈心尖か
ら心底にみて〉えの廻転が約70%前後にみられた。
10. 歯に装着す9発普勝舗装置〈新考案〉

によ忍吃脅治療成織に就いて

佐藤伊吉，内山消容・(歯口科〉
上凱 i1íJ歯と n輩i1îj古I~に寺~情するセルロイド部板で
閣の仁i議商を手f窓とし，仁l議粘膜商とセルロイド阪
とのILIlに僅かの!日j隙がある。使用時，息をこの!首1隙
から有窓部に流し，この状態で発背にうつる。 
69名のl' こ於ける精神療・法とヌド;挟置による銀|道¥完封'V
的発官・練淘の成織は，想効18例，効32例，良17例，
やL良2例で，~~}_f;化~:t1 例もなし、。従来のきを耀なし
での発世練習に比し，はるかに短時間に効巣がーとる
のを見た。なお碍発例等の観察は， 1寺町を要するの
で今後の報持とする。 
1. Chlorpromazineの蕗理
萩版部|羽 m~，小倉保・日，村IWW
(諜組合〉福島~g1t太ms，橋本芳郎
所調冬眠j蒋間II~剤 Chlor・promazine (4560 R. P.) 
につき他の Phenothiazine.系競物と対比実験し，
① マウス臨}陽瓶の著明な下i昨，附1~~j'J~剤及び Pend-
iomidとの協力作用を観燃した。 
② マウス脳組織呼吸は殊に中脳，小脳，紙舶に於 
L、て抑制されるのをみた。 
③ マウス血中 NH監の著しし、減少，13 汗，腎，小
脳に於ける戦股・減少，大脳皮質，脳斡告I~に於ける初
期の軽瓜3矯加を認めた。 
③ ラット前fiJl脳内に p:J2を投入，大脳内}!{l;機p32
の増加， labil p32，Ester p32の減少を認めた。
⑤ ~'ì脳波は，皮質波，深部波共に大なる擬巾を有
する徐波の発現をみた。
，⑥初"家兎にて椴骨動JlI~，内蜘1fVJl限，総翻動脈注
射により，静枝抵の 1/100-1/10で呼殴循環系への作
用を認めたが，ことに椎骨動脈注射の際，呼吸停 
止，血圧下|峰が箸i珂であった。 
アドレナリ ν反応は逆転したが，ノルアドレナリ
ユ'による昇圧は認められた。
